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【科目】電磁気学特論 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・1 年次
【担当教員】

小幡 常啓

【授業目標・教育方針】
本科で学習した真空中の電磁気学を基礎として、電磁場のエネルギー、運動量、角運動量、自己力、電磁波の放射な
どについて深く学習し、電磁気現象の利用が現代文明の一端を担っていることを認識すると共に，自然に対する理解
を一層深める。

【授業概要】
真空中の電磁場に対する Maxwell-Heaviside-Hertz 方程式にもとづき、電磁場の基本的性質について講義する。続いて、
それを基礎として簡単な系から放射される電磁場を具体的計算し、その性質について講義する。

【教科書・教材・参考書 等】
・長岡洋介：物理入門コース　電磁気学 II，岩波書店
・太田浩一：電磁気学Ⅱ、丸善物理学基礎コース
・パノフスキー / フィリップス：電磁気学上・下，吉岡書店
・ゾンマーフェルド：電磁気学，講談社
・ランダウ・リフシッツ：電磁気学１・２，東京図書
・ファインマン：ファイマン物理学（３）電磁気学 , 岩波書店

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式である。

【成績評価方法】
［後期］期末試験：100%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

【授業計画】（授業名：電磁気学特論 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回―第 3 回 ベクトル解析 ・ベクトル代数
・ベクトルの微分公式
・ベクトルの積分公式
・Liouville の定理、Hermholtz の定理
・ダイアディック

課題

第 4 回 電磁場の基本方程式 Maxwell 方程式、電磁ポテンシャル、ゲージ変換、
Coulomb ゲージ、Lorenz ゲージ、

第 5 回 Hertz ベクトル 電流の分類、Hertz ベクトル
第 6 回 電磁場のエネルギー エネルギーバランス（Poynting-Heaviside の定理）、電

磁エネルギーのポテンシャルによる表現、ポテンシャ
ルの初等概念と電流がする仕事、電池から供給される
エネルギー

課題

第 7 回 電磁場の運動量と角運動量 運動量のバランス、Maxwell 応力テンソル、Planck の
関係式、電磁運動量のポテンシャルによる表現、角運
動量のバランス、電磁角運動量のポテンシャルによる
表現

課題

第 8 回 運動する点電荷の電磁場と自己
力

運動する点電荷の場を逐次近似法により求める、運動
する点電荷に作用する自己力、繰り込み、電磁運動量
の逐次近似解、２個の点電荷からなる系の運動量

第 9 回 球対称磁場中で運動する点電荷 運動方程式、保存量、粒子の運動、電磁場の角運動量
第 10 回 非斉波動方程式の解 Fourier 変換による解法
第 11 回 電磁波の放射 Lorenz ゲージにおける電磁ポテンシャルの解と放射電

磁場
第 12 回 電気ダイポールと

磁気ダイポール
電気ダイポールからの電磁放射、
磁気ダイポールからの電磁場放射

第 13 回 アンテナ 線アンテナからの電磁放射と入力インピーダンス 課題
第 14 回 運動する点電荷からの電磁放射 Lienard-Wiechert ポテンシャル、加速された電荷からの

電場と磁場、制動放射
第 15 回 定期試験
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